
愛媛エルム会主催	
   ⼀一般講演会	
  

愛媛エルム会とは？　 愛媛県に在住する北大同窓生の組織です。北大を卒業し
たての20代から、遙か遠い昔に卒業した者まで、約200名の会員がいます。その
職業は、公務員、医師、大学や高校の教員、みかん農家など多岐にわたります。

悩み多き若者をかどわかし、北の大地に、アンビシャスな愛媛人を送り込むことも
一つの使命と考えています。	


「北北の⼤大地の森を科学する」	
  	
  
講演者：⽇日浦 　勉	
  	
  	
  	
  北北海道⼤大学	
  北北⽅方⽣生物圏	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
   　 　フィールド科学センター	
  教授	
  	
  

第１部：講演会	
  

「私が北北海道⼤大学を選んだ理理由」	
  	
  

司会	
  
 　中村 　真	
  （松⼭山⼤大学薬学部准教授 　S60	
  薬学部卒）	
  
パネリスト	
  
 　⽇日浦 　勉	
  （北北海道⼤大学教授	
  	
  S63	
  農学部卒）	
  
 　⽯石川	
  史太郎郎	
  （愛媛⼤大学⼯工学部准教授 　H11	
  ⼯工学部卒）	
  
 　遠藤	
  泰弘	
  （松⼭山⼤大学法学部教授 　H11	
  法学部卒） 　	
  
 　越智	
  晶絵	
  （愛媛県衛⽣生環境研究所研究員 　H28	
  獣医学部卒）	
  
 　鈴鈴⽊木 　聡	
  （愛媛⼤大学沿岸環境科学研究センター教授 　S55	
  ⽔水産学部卒）	
  
 　宮内 　隆	
  （愛媛CATV代表取締役社⻑⾧長 　S58	
  法学部卒）	
  

第２部：パネルディスカッション	
  

森林林は樹⽊木だけでなく、様々な⽣生き物が絡み合って成り⽴立立ってい
ます。いろんな⽣生物がいることにどんな意味があるのでしょうか。
彼らはどんな役割を果たしているのでしょうか。そして環境の変
化は彼らにどんな影響を与えているのでしょうか。⼤大規模な野外
実験や⻑⾧長期モニタリングデータの解析を通して明らかになってき
た北北海道の森林林の姿を中⼼心に話題提供します。	
  

愛媛県あるいは⻄西⽇日本出⾝身のパネリストたちが、「何故、北北⼤大を選んだのか？北北⼤大
の特⾊色はなにか？」	
  を熱く語ります。会場の皆さんからの質問にも、真摯に答えま
す。理理系・⽂文系、北北⼤大進学を希望する・しないに関わらず、是⾮非お越しください。	
  

⽇日時：2018年年	
  8⽉月	
  25⽇日（⼟土）16:00-‐‑‒18:00	
  
会場：松⼭山⼤大学	
  樋⼜又キャンパス	
  H2A教室 　	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  [	
  ⼊入場無料料、事前申し込みは必要ありません	
  ]	
  	
  開場	
  15:30	
  

講演会に関するお問い合わせ	

　松山大学薬学部 中村　真　Tel: 089-926-7269	

　E-mail : mnakamur@g.matsuyama-u.ac.jp	


　　樋又通り　	
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愛媛県松山市文京町4-2	


松山大学 樋又キャンパス ２階	
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北北の⼤大地が君を呼ぶ！	
  

特別講演「エルム会本部より」笠笠原正典 　北北海道⼤大学理理事	
  副学⻑⾧長	
  


